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Sprague-Dawley 系ラットの坐骨神経および上腕神経を無菌的にとり出し, 移植神経片に 200万 rep
の電子線照射を行なってのち, Wistar系ラットの側腹部皮下に移植し,2,4,6週目にとり出して, そ
の反応を検索したところ, 対照群とは異なり, 反応はごくわずかで移植片内外の細胞浸潤は少なく, 線維
芽細胞の出現も軽度で tublesの破壊はほとんどなかった｡ このことは長い神経を移植する場合に非常に
好都合であると思われる｡ 移植片内外の反応も少なく, また神経軸索が伸びるための routeが確保され
ておれば, 神経同種移植に理想的な条件であるといいうる｡
次いで著者は移植片に種々の処理を行なったものを用いて移植を行ないその反応を組織学的 に検 索 し
た｡ 移植片をアルコール, ホルマリン同定および加熱処理を行なった群では, 移植片は個体にとって異物
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さらに著者は免疫抑制物質である代謝桔抗剤ならびにCorticosteroidの全身投与を行ない, 反応抑制効
果について検討したが, 6M.P3mg/kgmethotrexate0.3mg/kg ならびに水溶性 predonisolone
0.4mg/kg をそれぞれ10日間投与したものでは期待したほどの効果はなかった｡ しかし Actinomycin
C3㌢/kgおよび predonisolone4mg/kg投与群では, 臨床的に応用できる程度の免疫抑制効果は認め








上記実験結果をもとにして, 著者は犬の麟骨神経に 4cm 前後の神経欠損部を作製 し, 児射神経片によ
る同種移植を行なった｡ 移植方法は照射した動脈管を用いて動脈管外套法により行なった｡ これは神経接
合部に糸をかけないようにして反応を抑制し, 神経線維が周囲に散乱するのを妨ぎ, また周囲から結合織
が入りこむのを防止しようという試みである｡ 種々の観察期間で, 近位ならびに遠位神経, 移植片, なら
びに周囲の反応を組織学的に検索したが, 移植後すでに6日目で軸索が移植片内に規則正しく伸び始める
像がみられ, 6 - 7 カ月観察例では軸索は下部接合部をこえて, 宿主の遠位神経にまで伸びていた｡ また
電気生理学的にも共同研究者の池田がこれを証明した｡
論 文 審 査 の 結 具 の 要 旨
神経同種移植を成功させる目的でSpague-Dawley系ラットの坐骨神経および上腕神経を用い, 免疫抑
制法を検討した｡ アルコール, ホルマリン固定, および加熱処理を行なった移植片は個体により異物とな
る｡ Corticosteroidは移植初期にはある程度抑制効果はあるが, 時間の経過とともに効果が な くな る｡





これらの事実より犬の麟骨神経に 4cm 前後の神経欠損部を作製し, 照射神経片による同種移植を照射
した動脈管を用い動脈管外套法により行なった｡ 移植後すでに6 日目で軸索が移植片内に規則正しく伸び
始め, 6 - 7 カ月後には軸索は下部接合部をこえて宿主の遠位神経にまで伸びていた｡
以上本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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